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本
書
を
読
む
に
あ
た
っ
て

沖
縄
戦
か
ら
七
五
年
。
体
験
者
の
減
少
に
よ
っ
て
沖
縄
戦
の
「
記
憶
」

が
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
「
記
憶
」
は
完
全
に
消
え
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
、
「
記
憶
」
を
記
録
し
、
加
え
て
戦
争
の
時

代
に
記
録
さ
れ
た
資
料
を
編
み
、
歴
史
資
料
と
し
て
未
来
に
残
す
こ
と
は

大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

本
書
は
、
『
南
城
市
の
沖
縄
戦　

資
料
編
』
と
し
て
発
刊
し
ま
し
た
。

本
書
に
は
、
南
城
市
関
連
の
資
料
と
し
て
明
治
期
の
「
海
軍
省
文
書
」
、

昭
和
初
期
の
「
陸
軍
省
文
書
」
「
玉
城
村
婦
人
会
資
料
」
、
沖
縄
戦
の
「
陣

中
日
誌
」
、
沖
縄
戦
直
後
の
『
知
念
市
誌
』
、
こ
れ
に
加
え
て
新
た
に
発
掘
・

収
集
し
た
資
料
、
さ
ら
に
市
町
村
史
で
は
先
駆
的
な
試
み
と
な
る
、
米
軍

が
知
念
半
島
の
戦
闘
を
記
録
し
た
資
料
も
収
録
し
ま
し
た
。
本
書
は
、
こ

れ
ら
の
第
一
次
資
料
を
基
本
に
、
そ
の
時
代
を
経
験
し
た
市
民
の
証
言
を

重
ね
て
構
成
し
ま
し
た
。

本
書
の
中
心
は
沖
縄
戦
で
す
が
、
沖
縄
戦
を
理
解
す
る
た
め
に
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
初
期
も
範
囲
に
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

南
城
市
に
は
、
他
市
町
村
と
違
っ
て
明
治
期
に
海
軍
の
施
設
が
佐
敷
に
建

設
さ
れ
、
中
城
湾
が
海
軍
艦
船
の
寄
港
地
に
な
り
、
昭
和
十
六
年
に
は
沖

縄
で
最
初
に
外
敵
に
備
え
る
陸
軍
部
隊
が
与
那
原
に
常
駐
し
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
戦
争
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
戦
時
体
制
の
構
築

が
前
提
で
、
そ
の
な
か
で
戦
争
に
協
力
し
た
学
校
や
婦
人
会
・
青
年
会
に

注
目
し
ま
し
た
。

『
資
料
編
』
の
た
め
、
文
字
が
多
く
、
少
々
堅
い
内
容
で
は
あ
り
ま
す
が
、

旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
写
真
も
多
用
し
、
可
能
な
限
り
読
み
や
す
く

な
る
よ
う
編
集
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
テ
ー
マ
ご
と
に
資
料
の
理
解
の
道

案
内
と
し
て
解
題
・
解
説
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
本
書
の
内
容
を
各
章
ご
と
に
、
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

第
一
章
の
「
沖
縄
戦
前
の
軍
事
」
で
は
、
一
八
九
五
年
に
佐
敷
村
の

津
波
古
・
新
里
に
建
設
さ
れ
た
「
中
城
湾
需
品
支
庫
」
の
施
設
や
村
と

の
関
係
（
火
事
で
焼
失
し
た
小
学
校
の
仮
校
舎
使
用
な
ど
）
、
さ
ら
に

一
九
四
一
年
に
配
備
さ
れ
た
「
中
城
湾
臨
時
要
塞
部
隊
」
の
実
態
、
ま
た

南
城
市
出
身
の
軍
人
の
徴
兵
・
出
征
・
村
葬
や
忠
魂
碑
、
お
よ
び
戦
争
遂

行
の
役
割
を
果
た
し
た
婦
人
会
や
青
年
団
の
活
動
を
描
い
て
い
ま
す
。

第
二
章
「
教
育
」
で
は
、
紀
元
二
六
〇
〇
年
祭
の
取
り
組
み
、
国
民
学

校
で
の
教
育
内
容
、
子
ど
も
た
ち
の
戦
時
動
員
、
軍
隊
の
校
舎
利
用
、
皇

民
化
教
育
の
象
徴
で
あ
る
御
真
影
（
天
皇
・
皇
后
の
写
真
）
を
納
め
た
奉

安
殿
を
描
い
て
い
ま
す
。

吉
浜　

忍

『
南
城
市
の
沖
縄
戦　

資
料
編
』

専
門
委
員
会  

委
員
長
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第
三
章
「
疎
開
」
で
は
、
佐
敷
、
玉
城
、
大
里
第
一
国
民
学
校
の
学
童

疎
開
の
実
態
を
「
垣
花
資
料
」
や
疎
開
学
童
の
回
顧
録
な
ど
で
、
ま
た
一

般
疎
開
は
「
渡
名
喜
元
秀
日
記
」
、
疎
開
先
の
熊
本
県
で
新
た
に
発
掘
し

た
「
田
底
村
政
資
料
（
疎
開
ニ
関
ス
ル
書
類
）
」
で
内
容
を
深
め
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
台
湾
疎
開
や
や
ん
ば
る
疎
開
の
実
態
も
描
い
て
い
ま
す
。

第
四
章
「
南
城
市
に
配
備
さ
れ
た
日
本
軍
」
で
は
、
玉
城
村
に
配
備
さ

れ
た
独
立
歩
兵
第
十
五
大
隊
や
知
念
半
島
に
配
備
さ
れ
た
独
立
混
成
第

四
十
四
旅
団
第
十
五
連
隊
の
「
陣
中
日
誌
」
の
中
か
ら
、
防
諜
、
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
、
食
糧
の
供
出
、
軍
作
業
へ
の
動
員
、
徴
用
、
防
衛
隊
や
青
年

学
校
生
徒
の
召
集
、
女
子
青
年
を
救
護
班
に
編
成
な
ど
、
軍
隊
と
住
民
の

関
係
が
分
か
る
部
分
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
九
四
四
年
十
二

月
十
一
日
に
稲
嶺
駅
付
近
で
起
き
た
列
車
爆
発
事
故
や
慰
安
所
の
設
置
、

沖
縄
戦
前
夜
の
知
念
半
島
に
配
備
さ
れ
た
日
本
軍
の
配
備
地
図
も
加
え
ま

し
た
。

第
五
章
「
根
こ
そ
ぎ
戦
場
動
員
」
で
は
、
南
城
市
出
身
の
防
衛
隊
や
男

女
学
徒
隊
、
軍
属
お
よ
び
義
勇
隊
の
強
制
動
員
や
戦
場
で
の
実
態
を
描
い

て
い
ま
す
。

第
六
章
「
戦
場
と
な
っ
た
知
念
半
島
」
の
「
戦
場
を
さ
迷
う
住
民
」
で

は
、
大
里
村
・
佐
敷
村
・
知
念
村
・
玉
城
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
時
体
制
、

日
本
軍
と
の
関
係
、
村
内
避
難
で
の
戦
場
体
験
、
収
容
所
か
ら
の
帰
村
を

描
き
、
加
え
て
現
存
す
る
戦
跡
を
マ
ッ
プ
化
す
る
こ
と
で
平
和
学
習
な
ど

で
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
日
本
軍
資
料
（
史
実
資
料
や

電
報
）
や
米
軍
史
料
（
米
第
七
師
団
が
鹵ろ

獲か
く

し
た
「
重
砲
兵
第
七
連
隊
防

衛
計
画
」
、
米
海
軍
の
「
作
戦
報
告
書
」
、
米
第
七
師
団
「
作
戦
報
告
書
」
）

で
知
念
半
島
の
戦
闘
の
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

第
七
章
「
知
念
半
島
の
収
容
所
と
知
念
市
」
で
は
、
米
軍
史
料
よ
り
知

念
半
島
に
は
六
月
四
日
に
屋
比
久
、
五
日
に
百
名
で
収
容
所
が
開
設
さ
れ

た
こ
と
や
、
七
月
十
一
日
～
八
月
十
八
日
に
か
け
て
知
念
半
島
の
収
容
所

か
ら
六
千
余
人
が
北
部
の
収
容
所
に
移
動
し
た
こ
と
、
ま
た
本
島
に
は

十
二
の
市
が
置
か
れ
、
そ
の
中
で
知
念
市
が
九
月
に
誕
生
し
た
こ
と
を
記

し
て
い
ま
す
。
こ
の
知
念
市
の
「
行
政
記
録
」
で
あ
る
『
知
念
市
誌
』
は
、

十
二
の
市
の
な
か
で
は
唯
一
残
っ
て
い
る
記
録
で
あ
る
こ
と
か
ら
全
文
掲

載
し
ま
し
た
。
『
知
念
市
誌
』
に
は
、
困
難
な
状
況
の
中
で
の
家
屋
の
建
設
、

食
糧
増
産
、
学
校
建
設
な
ど
、
戦
後
復
興
の
第
一
歩
と
な
る
地
域
の
人
々

の
息
吹
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
南
城
市
の
沖
縄
戦
の
実
相
を
、
資
料
や
証
言
を
通
し
て
読
み

取
れ
る
よ
う
に
編
集
し
ま
し
た
。
本
書
が
市
民
の
み
な
さ
ん
の
地
域
理
解

の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
）
三
月
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『
沖
縄
︱
最
後
の
戦
闘
』
の
戦
闘
地
図
／
「
グ
リ
ッ
ド
マ
ッ
プ
」

／
一
九
四
五
年
六
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の
戦
闘

■ 

第
七
章
　
知
念
半
島
の
収
容
所
と
知
念
市  

 

639

第
一
節　

知
念
半
島
に
開
設
さ
れ
た
収
容
所  

 

640

知
念
半
島
へ
の
収
容
所
開
設
／
収
容
所
で
の
暮
ら
し
／
や
ん
ば

る
へ
の
立
退
き
／
知
念
市
の
誕
生
／
軍
政
地
区
の
設
定
と
変
更

／
知
念
市
の
廃
止
と
戦
後
の
村
政
の
は
じ
ま
り

第
二
節　

百
名
収
容
所  

 

663

避
難
民
の
受
け
入
れ
と
検
問
／
百
名
収
容
所
で
の
暮
ら
し
／
百

名
収
容
所
に
開
設
さ
れ
た
施
設

第
三
節　

『
知
念
市
誌
』
に
み
る
知
念
市  

 

669

『
知
念
市
誌
』
と
は
／
『
知
念
市
誌
』
が
伝
え
る
復
興
へ
の
軌
跡

／
徳
元
八
一
の
「
避
難
記
」

■ 

南
城
市
内
の
慰
霊
碑
（
塔
）  

 

725

■ 

「
平
和
の
礎
」
戦
没
者
名
簿
の
空
間
分
布
復
元  

 

733

南
城
市
の
沖
縄
戦　

年
表  

 

743

掲
載
資
料
一
覧  

 

764

執
筆
者
一
覧  

 

765

協
力
者
お
よ
び
協
力
機
関
一
覧  

 

765

『
南
城
市
の
沖
縄
戦　

資
料
編
』
専
門
委
員
会
／
事
務
局  

 

766

編
集
後
記  

 

768
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凡　

例

１　

本
書
は
『
南
城
市
の
沖
縄
戦　

資
料
編
』
で
あ
る
。

２　

本
書
で
は
、
日
本
軍
史
料
、
米
軍
史
料
、
国
や
県
、
琉
球
政
府
及
び
そ
の
前
身
組
織
、

そ
の
他
自
治
体
の
公
文
書
、
新
聞
記
事
、
写
真
、
証
言
、
個
人
の
手
記
な
ど
を
掲

載
し
て
い
る
。
本
書
に
お
け
る
「
資
料
」
と
は
こ
れ
ら
を
総
称
す
る
も
の
で
あ
る
。

３　

本
書
に
お
け
る
日
本
軍
史
料
と
は
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
が
所
蔵
す
る
、
日
本
軍

に
よ
り
記
録
、
作
成
さ
れ
た
文
書
群
の
こ
と
を
い
う
。

４　

本
書
に
お
け
る
米
軍
史
料
と
は
、
米
国
国
立
公
文
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
（
日
本
）

よ
り
収
集
さ
れ
た
、
沖
縄
戦
に
関
し
て
米
軍
に
よ
り
記
録
、
作
成
さ
れ
た
文
書
群

の
こ
と
を
い
う
。

５　

本
書
に
収
録
し
た
資
料
は
、
明
治
後
期
か
ら
の
日
本
軍
に
関
す
る
も
の
も
含
む
が
、

本
書
の
主
題
は
沖
縄
戦
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
読
者
へ
伝
わ
り
や
す
く
す
る

た
め
に
「
沖
縄
戦
」
と
題
し
た
。

６　

資
料
の
種
類
は

資
料
（
書
籍
の
引
用
、
新
聞
記
事
、
手
記
等
）
、
写
真

、
図

、
表

に
分
類
し
、
資
料
番
号
を
付
し
た
。
資
料
番
号
は
各
資
料
分
類
の
節
ご
と
の
通
し

番
号
と
し
た
。
ま
た
、
巻
末
に
そ
れ
ぞ
れ
の
掲
載
資
料
一
覧
を
設
け
た
。

７　

本
文
中
で
の
資
料
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
次
の
よ
う
に
色
分
け
し
た

枠
で
資
料
の
種
類
を
区
別
し
た
。
各
節
で
解
説
本
文
の
後
に
資
料
を
ま
と
め
て
掲

載
し
て
い
る
場
合
に
は
枠
を
省
略
し
た
。

　
　

書
籍
や
文
書
な
ど
の
引
用  

 

緑

　
　

新
聞
記
事  

 

青

　
　

証
言  

 

橙

８　

写
真
、
図
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
中
に
は
所
蔵
・
提
供
元
を
括
弧
内
に
示
し
た
。
そ
の

他
は
巻
末
の
掲
載
資
料
一
覧
に
記
し
た
。

９　

資
料
に
は
次
の
編
集
を
行
っ
た
。

（
１
）
仮
名
表
記
は
原
史
料
の
と
お
り
と
し
た
が
、
変
体
仮
名
は
現
用
字
体
に
改
め

た
。
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
「
ゐ
」「
ゑ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
い
」「
え
」
に
改
め
た
。

（
２
）
旧
漢
字
、
異
体
字
、
大
字
、
合
字
は
常
用
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
人
名

や
固
有
名
詞
な
ど
に
つ
い
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
３
）
基
本
的
に
誤
字
、
脱
字
は
原
史
料
の
と
お
り
と
し
、
行
間
に
〈
マ
マ
〉
を
付

し
た
が
、
日
本
軍
史
料
に
つ
い
て
は
史
料
の
性
格
上
煩
雑
に
な
る
た
め
〈
マ

マ
〉
を
付
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま
た
第
一
章
第
三
節
の
個
人
の
体
験

記
に
お
い
て
は
、
明
ら
か
な
誤
植
と
思
わ
れ
る
も
の
に
限
り
修
正
し
た
。

（
４
）
原
史
料
で
判
読
で
き
な
い
も
の
は
■
と
表
記
し
た
。
推
定
で
き
る
文
字
は
記

入
し
、
右
隣
の
行
間
に
〈
カ
〉
を
付
し
た
。

（
５
）
見
え
消
し
は
明
ら
か
な
誤
植
や
書
き
損
じ
を
除
き
、
原
則
と
し
て
原
史
料
の

と
お
り
と
し
、
長
線
で
消
し
て
そ
の
後
に
続
け
て
訂
正
字
を
入
れ
た
。

（
６
）
資
料
の
内
容
に
よ
っ
て
、
住
所
・
人
名
な
ど
の
個
人
情
報
に
関
す
る
箇
所
を　

■
■
■
■
■
で
伏
字
に
し
た
。

（
７
）
紙
幅
の
関
係
上
、
原
史
料
で
は
改
行
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
も
、
改
行
を
せ

ず
に
文
を
続
け
た
も
の
が
あ
る
。

（
８
）
省
略
箇
所
に
適
宜
、
〈
前
略
〉
〈
中
略
〉
〈
後
略
〉
を
付
し
た
。
使
い
分
け
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
前
略
〉
…
一
つ
の
史
料
の
中
で
、
引
用
箇
所
よ
り
前
の
内
容
を
省
略
し

た
こ
と
を
示
す
。

〈
中
略
〉
…
一
つ
の
史
料
の
中
で
、
あ
る
項
目
と
項
目
の
間
の
内
容
を
省

略
し
た
こ
と
を
示
す
。

〈
後
略
〉
…
一
つ
の
史
料
の
中
で
、
引
用
箇
所
よ
り
後
の
内
容
を
省
略
し

た
こ
と
を
示
す
。
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こ
の
ほ
か
、
あ
る
項
目
の
途
中
で
文
章
を
省
略
し
た
際
に
は
文
中
に
〈
略
〉

と
し
た
。
た
だ
し
、
日
誌
類
の
掲
載
し
て
い
な
い
日
付
に
つ
い
て
は
、
省
略

記
号
を
付
さ
ず
略
し
た
。

（
９
）
原
史
料
に
付
さ
れ
た
「
軍
事
機
密
」
「
極
秘
」
等
の
押
印
や
メ
モ
書
き
等
、

資
料
の
読
解
上
関
係
の
な
い
も
の
は
、
読
み
や
す
さ
の
た
め
省
略
し
た
。

（
10
）
注
釈
な
ど
編
集
者
の
コ
メ
ン
ト
を
追
加
し
た
際
に
は[　

]

内
に
記
し
た
。

（
11
）
原
則
と
し
て
資
料
に
付
さ
れ
て
い
る
件
名
を
資
料
タ
イ
ト
ル
と
し
た
が
、
便

宜
上
事
務
局
が
付
し
た
資
料
タ
イ
ト
ル
に
は
＊
を
つ
け
た
。

10　

引
用
し
た
書
籍
、
論
文
な
ど
は
原
則
と
し
て
脚
注
に
次
の
順
序
で
表
記
し
た
。

（
１
）
書
籍

著
編
者
名  

『
書
籍
名
』  

出
版
社
名　

刊
行
年　

頁

（
２
）
論
文

著
者
名
「
論
文
名
」
（
編
著
者
名
『
収
録
書
名
』
出
版
社
名　

刊
行
年　

頁
）

11　

人
物
名
に
つ
い
て
は
敬
称
を
略
し
た
。

12　

人
物
の
生
年
は
原
則
と
し
て
和
暦
で
表
記
し
た
。

13　

本
文
中
に
お
い
て
固
有
名
詞
、
専
門
用
語
、
読
み
方
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の

な
ど
に
は
よ
み
が
な
を
振
っ
た
。
原
則
と
し
て
平
仮
名
で
振
り
、
方
言
音
に
つ
い

て
は
カ
タ
カ
ナ
で
振
っ
た
。
た
だ
し
、
引
用
文
や
資
料
な
ど
に
関
し
て
は
そ
の
限

り
で
は
な
い
。

14　

地
名
・
行
政
区
名
は
原
則
と
し
て
当
時
の
地
名
を
記
載
し
、
「
旧
○
○
」
と
い
う
表

記
は
し
て
い
な
い
。

15　

本
文
中
の
年
号
は
西
暦
で
表
記
し
、
（　

）
内
に
和
暦
を
表
記
し
た
。

　
　
　

例
：　

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）

16　

資
料
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
き
、
本
文
中
や
掲
載
証
言
の
中
で
は
「
部
落
」

と
い
う
表
現
を
「
集
落
」
と
あ
ら
た
め
て
表
現
し
た
。
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